
◆ クラブ壮行会について

１７日(金) 1学期期中間考査全日程終了後、体育館で県高校総合体育大会に出場する１４の
体育クラブ員と、６月に行われる全国高校放送コンテスト県予選に出場する放送演劇部員を激
励するために壮行会が行われました。

出場する生徒は、各クラブとも大会に出場するユニホームを着て整列しました。入場後に
行われた全校生徒による校歌斉唱は、出場選手たちに対する健闘を祈る思いも込められた大
きな歌声が、体育館内に響きわたりました。壮行会では、教頭による激励の挨拶のあと、生
徒を代表して生徒会長の上野山 貴也さんより応援のメッセージが送られました。また、各ク
ラブごとに勝利を目指す決意の言葉がありました。３年生はこの大会を最後に引退する生徒も
多く、ほとんどのクラブは、このメンバーで臨む大会はこれで最後となります。チームでの仲間を信じ、自分の力を信じ、
今まで支えてくれた周囲の人たちへの感謝の気持ちを忘れず、悔いのない演技やプレーをしてほしいと思います。選手
諸君の健闘を、心からお祈りいたします。

◆ 教育実習について

２0日(月) ２週間または３週間の日程で、本年度の教育実習がスタートしました。本年度の教
育実習生は、本校卒業生８名です。教育実習生は実習を始めるにあたり、実習における心構
えや留意点、勤務時間や時令、授業を行う上での注意等、教員として教壇に立つ上で必要な
内容についての説明が行われ実習に入りました。教育実習期間中は、生徒にとっても身近な
先輩である教育実習生から、大学生活の様子や受験勉強の方法等、様々なアドバイスを受け
ることができる絶好の機会でもあります。教育実習生も後輩に対し、失敗談も含め自らの経験
を伝え、授業以外の場も含め連日交流が行われました。教員を目指す実習生にとって、教育
実習を通じ、大学生活にはないさまざまな事を吸収し、実り多い経験になることを望みます。

◆ １，２年生進路講演会について

２3日(木) １年生と２年生の進路講演会が行われました。講師として、ベネッセコーポレーショ
ンから後 大吉朗先生を講師としてお招きし、ご講演をいただきました。講演会は学年ごとに
行われ、それぞれの学年の現状や学習状況等の分析について状況説明がありました。本校１，
２年生の生徒の状況は、約８割程度の生徒が毎日、何らかのクラブ活動を行っています。１年
生と２年生では状況は多少異なりますが、ほとんどの生徒が、クラブ活動と勉学の両立を目標
にがんばっています。この講演会をきっかけに、文武両道を実現するために、学校や家庭で
の学習時間や学習状況などを見つめ直す機会とし、自らの目標設定を行い、夢の実現に向け
努力してほしいと思います。

◆ 薬物乱用防止講演会について

２８日(月) 学校薬剤師の野田京子先生をお招きし、２年生生徒対象の薬物乱用防止講演会
が行われました。おもな内容は、薬物の汚染について正しい知識を学び、薬物乱用を防止
するとともに、薬物の恐ろしさを理解し、薬物に関する正しい知識を身につける必要性
についてご講演いただきました。 特に麻薬等の薬物の恐ろしさや薬の飲みかたに関する
注意点、喫煙の及ぼす害などについて丁寧にご説明いただきました。講演内容から、若者の
喫煙は習慣化し健康を害することや、医薬品は使用法を間違えると健康を害することもあり、
正しい知識を得ることが大切であることを学びました。

◆ 情報モラル講演会について

３０日(木) 1年生生徒対象の情報モラル講演会が行われました。講師として、NPO情報セキュリティー研究所 情報モ
ラル指導員の舘 小百合先生をお招きし、ご講演をいただきました。情報化社会の進展により、携帯電話のインターネ
ット等の普及が急速に進む中で、様々な問題が多発しています。携帯電話や
インターネットは生徒にとって身近な物であり、非常に強い関心をもっている
物です。しかし、多くの生徒がそこに潜む危険性を知らずに、それを利用し

ている場合も多くみられます。今回の講演では、個
人情報が洩れる経緯、IDパスワードの管理、スマ
ホのセキュリティ対策など、具体的な例などととも
に教えていただきました。インターネットや携帯電
話は便利な道具であると同時に、深刻なトラブルへ
の入り口にもなります。しっかりした知識を持つとと
もに、マナーを守って活用してほしいと思います。

平成25年度
和歌山県立耐久高等学校 全日制

Monthly Times May
マンスリータイムズ ５月号

耐 久 ～真健美～

６月の予定

5日,6日 クラス対抗スポーツ祭

10日 １･２年生コース説明会

11日 スポーツテスト

13日 全校一斉読書会

13日､14日 国際フィールドワーク

24日 地震避難訓練

26日～7/2 1学期期末考査


